
天
岩
戸
神
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橿
原
市
）
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（
住
所
）
橿
原
市
南
浦
町
７
７
２

（
祭
神
）
天
照
大
神

（
交
通
）
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
南
浦
町

下
車
、
徒
歩
約
５
分

近
鉄
耳

成
駅
下
車
、
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

天
香
具
山
南
の
入
り
口
守
る

天
岩
戸
神
社
は
大
和
三
山

の
ひ
と
つ
天
香
具
山
の
南
麓

に
鎮
座
し
ま
す
。
小
ぶ
り
な

石
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
左
（
北

側
）
に
曲
が
る
参
道
を
行
く

と
正
面
に
拝
殿
が
あ
り
、
そ

の
背
後
は
竹
林
に
な
っ
て
い

ま
す
。
当
社
に
は
本
殿
は
な

く
、
拝
殿
よ
り
ご
神
体
と
さ

れ
る
磐
座
を
拝
す
る
古
い
祭

祀
形
態
を
残
す
神
社
で
す
。

四
つ
の
大
石
が
組
み
合
っ

た
ご
神
体
は
｢
古
事
記
｣｢
日

本
書
紀
｣
の
神
話
に
記
さ
れ

た
天
照
大
神
が
籠
も
ら
れ
た

天
岩
戸
と
さ
れ
、
ご
祭
神
は

天
照
大
神
で
す
。
天
照
大
神

が
天
岩
戸
に
籠
も
ら
れ
た
際

に
天
鈿
女
は
岩
戸
の
前
で

サ
サ
を
手
に
踊
り
、
周
り
の

神
々
が
は
や
し
立
て
て
天
照

大
神
を
岩
戸
よ
り
誘
い
出
し

ま
し
た
。
ご
神
体
を
取
り
巻

く
竹
は
、
往
古
よ
り
七
本
竹

と
称
さ
れ
、毎
年
７
本
生
え
、

７
本
枯
れ
る
と
の
不
思
議
な

言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。
拝

殿
に
は
神
話
を
描
い
た
絵
が

奉
納
さ
れ
て
お
り
、
参
拝
者

は
い
に
し
え
の
出
来
事
に
思

い
を
巡
ら
せ
ま
す
。

天
香
具
山
は
、
も
と
は
天

に
あ
っ
て
そ
れ
が
降
り
て
き

た
と
伝
わ
る
、
三
山
の
う
ち

唯
一
「
天
」
の
尊
称
の
付
く

と
り
わ
け
神
聖
視
さ
れ
た
山

で
す
。
山
中
に
は
当
社
の
他

に
も
、
天
香
山
神
社
や
国

常
立
神
社
、
伊
弉
諾
神
社
、

伊
弉
冊
神
社
な
ど
が
あ
り
、

「
月
の
誕
生
石
」
「
蛇
つ
な

ぎ
石
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
不

思
議
な
岩
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
ま
す
。
天
岩
戸
神

社
は
こ
の
神
秘
の
山
の
南
の

入
り
口
を
守
る
古
社
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

大
江
弘
幸
）

天
岩
戸
神
社
の
拝
殿
‖
橿
原
市
で


